	くらし建設委員会会議録要旨

	開会日
	平成25年12月16日（月）午前10時00分

	閉会日
	平成25年12月16日（月）午前 11時35分

	場所
	長久手市役所西庁舎　第7・8会議室

	出席委員
	委 員 長　　田崎あきひさ
副委員長　　木村さゆり
委　　員　　浅井たつお　　　伊藤祐司　　　さとうゆみ
　　　　　　丹羽茂雄

	欠席委員
	な　し

	欠員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	市長　　　　　　　田一平　　
くらし文化部長　　布川一重　　次長　　　　　高嶋隆明

産業緑地課長　　　水野　泰　　主幹　　　　　成瀬　守

産業振興係長兼田園バレー係長　大井あずみ
建設部長　　　　　鎌倉一夫

土木課長　　　　　山口浩二

課長補佐兼工務係長　矢野克明　維持管理係長　丸山賢一
都市計画課長　　　川本晋司　　
課長補佐兼建築係長　大橋勝芳　都市計画係長　磯村和慶
建設部次長兼下水道課長　浅井十三男
課長補佐兼工務係長　山田直樹　経営係長　　　木全麻規子
区画整理課長　　　加藤英之　　開発調整監　　加藤　敬

公園西駅開発推進室長　尾関　力

課長補佐兼開発推進係長　川本満男

計　20人

	職務のため出席した者の職氏名
	議長　　　　　　　正木祥豊
議会事務局長　　　野田和裕　　書記　　　中川暁敬

	会議録
	別紙のとおり


別紙

委員長　　　　 開会宣言
議案第74号

都市計画課長　議案第74号　長久手市地区計画等の区域内における建築物の制限に

関する条例の一部を改正する条例について説明
浅井委員　　　建築物の最低面積の規定はどのようになっているか。
都市計画課長　E地区は最低面積を1,500ｍ２と規定しているが、それ以外の地区は
規定していない。
浅井委員　　　隣接地に古戦場があり、景観等に配慮するのであれば、建ぺい率や容

積率に関する規定を設けるべきではないか。
都市計画課長　今回の都市計画地区に含まれる駅の北側部分はシンボルコアとして

市の顔となる。基本構想策定時に古戦場の景観に配慮するとの方針が示

されている。
浅井委員　　　長久手のシンボルとは古戦場を指すのか、それとも商業地を含めた地
区を指すのか。
都市計画課長　駅前広場やリニモテラスを中心とし、古戦場を含む一帯のことである。
浅井委員　　　古戦場の近隣に商業地があること自体が、市長のいう「ふるさとの風

景をこどもたちに」という理念と齟齬が生じていると思われるが、どの

ように考えるか。
都市計画課長　リニモテラスの基本構想をまとめる際に、緑道及び緑地の配置や広場

の活用方法といった点を考慮しているため、市長の考えは反映されてい
る。
委員長　　　　用途地域を設定した際の考え方はどのようか。また、この地区の人口

規模はどの程度になる見込みか
都市計画課長　用途に関しては、市のシンボルコアということで第５次総合計画に謳

われており、地元と協議しながら進めてきた。計画人口は1,700人（680
世帯）を想定している。
丹羽委員　　　建築物等の用途の制限に関して、「ぱちんこ屋」の「ぱちんこ」部分

がひらがな表記となっているが、これは建築基準法が施行以来このよう

になっているからか。
都市計画課長　建築基準法の別表第２には「ぱちんこ屋」とひらがな表記となってお

り、表現の改正はされていない。条例についても同じ表記としている。
丹羽委員　　　この地区は学校から近いため、マージャン屋等はそもそも建築できな

いのではないか。
都市計画課長　建築基準法にはそのような規定はない。
浅井委員　　　先ほどからリニモテラスを「市の顔」と表現しているが、何を実現し

ようと考えているか。
都市計画課長　第５次総合計画において商業・レクリエーション・住宅等の複合機能
を有した地区として位置付けている。具体的には、長久手中央まちづく

り基本構想において、リニモテラスは大学連携・情報発信・生涯学習・

観光・福祉等の新たな拠点として「にぎわい創出の場」と位置付けてら

れている。
浅井委員　　　現在の総合計画は、前町長のころに策定されたもの。市長はこの地区

の景観の保護等はどのように考えているか。

市長　　　　　第５次総合計画はすでに決まっているので、どのように実現していく

かを考えている。超高齢社会も勘案しなくてはいけない。
さとう委員　　A地区について、垣や柵等に関して他の地区にない制限をかけている
が、それはなぜか。このような制限は他の自治体でも行われているのか。
また、A地区は初めから第一種中高層住宅専用地域であったか。
都市計画課長　長湫南部をはじめ低層住宅を中心とする区画整理地内では、垣や柵に

関し制限を設けており、A地区についても住居専用地域であるため、同
様の扱いとした。近隣自治体の情報は把握していない。なおA地区は当
初第一種低層住宅専用地域であったが、土地利用の可能性を広げたいと
の考えから第一種中高層住宅専用地域に変更した。
さとう委員　　市内で垣や柵に制限を設けている場所の具体例を示してほしい。
都市計画課長　長湫南部地区および杁ケ池公園東側のさつきが丘地区である。
丹羽委員　　　この制限のある地区では、目隠しフェンスも制限対象となるのか。
都市計画課長　透過性があるものでお願いしている。
丹羽委員　　　生垣を指定しているのは、市長が常々木を植えるよう指示をしている

からか。

都市計画課長　生垣を用いての環境配慮を考えている。

丹羽委員　　　住民も高齢化するなかで、剪定が困難なケースもでてくることも承知

しておいて頂きたい。
浅井委員　　　G地区について、なぜ工業地域としているのか。
都市計画課長　従前から工業地域として用途が指定されている。
伊藤委員　　　区画整理組合とは、用途地域について十分に協議がされているか。後

で組合員から不満が出るようなことはないか。
都市計画課長　長久手中央地区の区画整理組合とは今回示した用途地域にて協議済

み。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論　
浅井委員　　　市長は人口増が時代遅れという旨の発言をしているが、長久手中央地

区の開発は、商業地区の形成が街の発展につながるという旧来の考え方
である。また、A地区の垣について生垣を指定することで環境配慮をす
ると言っていたが、そうであれば面積制限を付すなどして住宅の庭に樹

木を植えるスペースを確保すべきである。
賛成討論　なし
反対討論　なし
議案第74号　長久手市地区計画等の区域内における建築物の制限に

関する条例の一部を改正する条例については、賛成多数。

議案第74号は、原案のとおり可決
議案第75号

下水道課長　　議案第75号　長久手市下水道条例の一部を改正する条例について説明
浅井委員　　　下水道料金の検針は２カ月に１度であるため、４月以降はみなしで消

費税８％の課税となるということか。
下水道課長　　平成26年６月以降の検針対象となったものについては８％課税とな

る。ただし、平成25年度から継続している場合に限るため、平成26年

４月以降に下水道への接続を行った場合などは４月以降の使用料につ
いて８％課税となる。
委員長　　　　滞納分の消費税はどのような課税になるか。
下水道課長　　５％のままである。
浅井委員　　　工事等に係る消費税の割合と仕入れ率の計算はしているか。
下水道課長　　そのような資料はない。
浅井委員　　　益税はどのようか。
下水道課長　　特に計算していない。
浅井委員　　　低所得者への配慮はしているか。
下水道課長　　現在はないが、課題と考えている。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第75号　長久手市下水道条例の一部を改正する条例については、
全員が賛成。

議案第75号は、原案のとおり可決
議案第82号

土木課長　　　議案第82号　市道路線の認定について説明
丹羽委員　　　前熊原山寺田１号線の歩道を設置する部分はどこか。
土木課長　　　今回の認定区間全体である。

丹羽委員　　　当該路線の幅員で両側3.5ｍの歩道を確保すると、車道が狭くなって

しまうのではないか。
土木課長　　　前熊原山寺田１号線の計画幅員は11ｍ。
区画整理課長　前熊原山寺田１号線については、認定後、拡幅分の用地買収を実施す

る予定。
丹羽委員　　　買収するのは、路線のどちら側か。
区画整理課長　路線北側の歩道拡幅部分及び南側の一部である。

伊藤委員　　　今回の交差点改良は、イケアの交通渋滞対策か。
区画整理課長　田籾名古屋線に設置する信号交差点に関しては、警察と交通処理に関
する協議を進めているところ。渋滞対策についても当該計画の一部に含
まれている。
伊藤委員　　　今回認定する路線だけでは、渋滞対策として不十分ではないか。
土木課長　　　今回はまず必要な部分のみ認定することとした。なお、蛭子前熊中井
１号線の北側については、既に認定済み。
伊藤委員　　　前熊原山寺田１号線の南側について、グリーンロードに抜けられるよ

うにしないと、東小学校の前を抜け道として使用されてしまうのではな

いか。
土木課長　　　今後状況を見て判断する。
伊藤委員　　　とりあえず交差点改良と歩道の設置ということか。
土木課長　　　そのとおりである。

浅井委員　　　イケアの渋滞対策というよりも、イケア建設時の工事車両対策かと思

われるが、その点の考えはどうか。
区画整理課長　イケアの具体的な施工計画ができていないため、車両の進入退路含め
て住宅地を通過しないような形で進めていきたい。
浅井委員　　　具体的な計画もない状態で今回の議案を上程したのか。総合的な交通

体系の計画が必要ではないか。
土木課長　　　平成25年度及び平成26年度で交通網の再検討を業務委託により実施
しているため、その中で見直しを行っていく。
浅井委員　　　実効性のある対策を立てて提示してもらいたい。
委員長　　　　委員会としても強く要望する。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第82号　市道路線の認定については、全員が賛成。

議案第82号は、原案のとおり可決
議案第79号

産業緑地課長　議案第79号　尾張農業共済事務組合の解散に関する協議について説明
浅井委員　　　愛知県農業共済組合の設立に関し、新たな負担は発生するのか。
産業緑地課長　平成26年度以降は一切ない。

浅井委員　　　愛知県農業共済組合の運営経費は、農家が拠出する共済掛け金のみで

賄われるのか。

産業緑地課長　国から事務負担金が支払われる。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第79号　尾張農業共済事務組合の解散に関する協議については、

全員が賛成。

議案第79号は、原案のとおり可決
議案第81号

産業緑地課長　議案第81号　尾張農業共済事務組合規約の一部を改正する規約について説明
浅井委員　　　組合の残余金のうち、事務を承継する一宮市に支払われる金額と長久

手市に返還される金額はどの程度か。

産業緑地課長　残余金4,700万円のうち、今後一宮市への事務経費として300万円、
事務費の激変緩和費820万円、新共済システム構築負担金640万円の計
1,760万円程度が必要となる。残りの2,900万円を各市町の負担率に応
じて返還されるため、長久手市は100万円程度返還される見込み。
浅井委員　　　保険料の未収や滞納についての対応は今後どうなるのか。

産業緑地課長　事務については一宮市が承継する。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第81号　尾張農業共済事務組合規約の一部を改正する規約につ
いては、全員が賛成。

議案第81号は、原案のとおり可決
議案第80号

産業緑地課長　議案第80号　尾張農業共済事務組合の解散に伴う財産処分に関する協議について説明
質疑及び意見なし
討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第80号　尾張農業共済事務組合の解散に伴う財産処分に関する

協議については、全員が賛成。

議案第80号は、原案のとおり可決
議案第70号

産業緑地課長　議案第70号　長久手市農業共済事業実施条例を廃止する条例について説明
浅井委員　　　条例の廃止に伴って、これまで長久手市が主体的に実施していた業務

は、どこが承継するのか。

産業緑地課長　共済事業については、これまで一部事務組合で行っていたが、今後は

新たに設置される愛知県農業共済組合が実施していく。
浅井委員　　　被害が発生した場合の被害認定は、どこが行うのか。
産業緑地課長　現在ある一宮市の本所と春日井の支所については、愛知県農業共済組
合設置後も支所もしくは出張所という形で残るため、その職員が対応す
る。また、市内にも生産組合があるため、その組合長も被害の認定等を
行う。現在と全く変わらない。
質疑及び意見なし
討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第70号　長久手市農業共済事業実施条例を廃止する条例につい
ては、全員が賛成。

議案第70号は、原案のとおり可決
＜休憩　１１：１６＞

＜再開　１１：２６＞

請願第５号
木村委員　　　請願第５号　容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促
進するための法律の制定を求める請願について説明
質疑及び意見なし
討論

反対討論　なし
賛成討論　なし

請願第５号　容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促
進するための法律の制定を求める請願については、全員が賛成。

請願第５号は、採択
陳情第２号
委員長　　　　本件の陳情書の名簿に長久手市商工会理事として浅井委員が入って

いる。浅井委員の除斥について意見のある委員は発言してほしい。
伊藤委員　　　陳情する側の人間が審査する側に入っているのでは不都合があると

思われる。浅井委員には退席して頂くのが適切ではないか。
委員長　　　　退席との意見が出たが、異議はないか。
＜異議なし＞

委員長　　　　浅井委員は除斥した上で、審査を行うこととする。
＜浅井委員　退室＞
委員長　　　　陳情第２号　商工会を中心とした地域商工業振興に対する支援体制

の拡充を求める陳情の取り扱いは、どのようにするべきか。

伊藤委員　　　商工会の構成員は長久手の発展に欠くことのできない方々であるた

め、取扱いとしては「本市の当該関係機関に善処方を求める。」が適切

ではないか。
委員長　　　　他の委員も、同様の取り扱いでよいか。
＜異議なし＞
委員長　　　　陳情第２号　商工会を中心とした地域商工業振興に対する支援体制

の拡充を求める陳情の取り扱いは、「本市の当該関係機関に善処方を求

める。」とする。
＜浅井委員　入室＞
委員長　　　　次に、閉会中の継続調査について諮る。
　　　　　　　継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査す
ることを委員長が提案する。
　　　　　　　異議なしのため継続調査とし、継続調査申出事件一覧表を委員長から
議長に申し出ることで全委員了承する。
　　　　　　　委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認
　　　　　　
委員長　　　　閉会宣言
　午前11時35分　終了
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成25年12月17日

くらし建設委員会委員長　　田崎あきひさ
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